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自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部1年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




本日の機器構成
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https://jp.techcrunch.com/2019/06/11/2019-06-09-apple-puts-accessibility-features-front-and-center/

https://jp.techcrunch.com/2019/06/11/2019-06-09-apple-puts-accessibility-features-front-and-center/


MaKey MaKey - An Invention Kit for Everyone



Tobii PCEye



スマホで家電をコントロール！eRemote-3 RM-Pro



今回は事前協議によって出た 
キーワードに沿って 
考えてみましょう



児童・生徒が主体的に、 
創造的・探求的にICTを使わせたい。

アクティブラーニング 
自主的と主体的の違い 

創造と模倣・破壊の意識の差 
探求心と好奇心 



アクティブラーニングとは、学習者である生徒が受動的となっ
てしまう授業を行うのではなく、能動的に学ぶことができるよ
うな授業を行う学習方法です。 

生徒が能動的に学ぶことによって「認知的、倫理的、社会的能
力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る」
（2012年8月中央教育審議会答申）内容だとされています。 

具体的には教師による一方的な指導ではなく、生徒による体験
学習や教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、
グループ・ワークを中心とするような授業のことを指します。

https://education-career.jp/magazine/data-report/2016/activelearning/

アクティブラーニング

https://education-career.jp/magazine/data-report/2016/activelearning/


マルチプル・インテリジェンス
子育てや教育現場でも有効 「個性」
に適した学習アプローチ 
ハーバード大学教育学大学院教授で、
心理学の世界的権威であるハワー
ド・ガードナー教授が、授業や研修
での座学といった一般的なものにと
らわれない、学習法を提唱していま
す。これが「個性」に適した学習アプ
ローチです。 
ハワード教授は、従来のIQテストに
異議を唱え、人にはいくつもの多重
な「知能MI（マルチプル・インテリ
ジェンス）」があると主張しました。
MI理論によると、人間は普段「8つの
能力」を働かせて生活しているとい
います。これらの中でも特に秀でてい
る部分や得意分野があり、8つの能力
を見極め、個性に適したアプローチ
で学習をすると、人は才能を大幅に
伸ばすことができるといいます。



自主的とは、

主体的とは、

http://u-note.me/note/47485918

http://u-note.me/note/47485918


無から有は生まれない―模倣は創造の源

創造は「無から有を生み出すこと」と思われがちですが、それは大きな誤解です。
発明や芸術、工芸、デザイン、芸能、商品開発などには創造的な要素が欠かせませ
んが、それらはまったくのゼロから出発するわけではありません。先人たちが築き
上げてきた土台の上に打ち立てられるものです。

　ソニーの元社長・会長、井深大（1997年没）は「真似をするということは、大変
難しい技術だ」といって、「有からより大きな有を生むこと」を提唱していました。

　また、版画家の池田満寿夫も著書の中で、「すべての創造は模倣から出発する。
そして創造が真の意味の創造であるためには、その創造のための模倣が、創造的模
倣でなければならない」と述べています。

　模倣こそは創造の出発点であることは、疑いようのない事実だといえるでしょ
う。問題はその模倣の仕方です。どんな真似方をすれば創造的模倣になるのか？　
言い換えれば、どの部分をどのような形で模倣するのかということが、すぐれた模
倣＝創造の鍵を握ることになります。

https://brain-create.net/create/mohou.html

https://brain-create.net/create/mohou.html


「探求心」と「好奇心」の違い

「探求心」という言葉はその意味合いから「好奇心」と同じ扱いをしてしまう人も多いです。 

しかし正しい意味はそれぞれ異なるため、使い分けも求められます。 

「好奇心」とは「探求心」同様に物事を知りたい・理解したいという気持ちを表しています。 

しかし「探求心」以上に心の根源的な部分を表現する言葉とされています。 

そのため人の持つ基本的な欲求反応の一つという解釈もあります。 

また「好奇心」はその対象として珍しい・未知など特別性を兼ね備えていることとされていま
す。 

https://meaning-book.com/blog/20190326170837.html

https://meaning-book.com/blog/20190326170837.html


子どもたちが主体的に取り組むために必要な 
ポイントの洗い出し 

創造的に使う簡単な事例をイメージしてみる 
できれば具体的なアプリ名も紹介

課題①



ビデオ・写真の使用にとどまらない
新しい使い方を知りたい。

ビデオ・写真をどう使っていますか？ 
タブレット端末の特性ってどんなとこ？ 

何をさせたいかではなく 
何をしたいか 



タブレット端末の優位性・特徴 
を洗い出してみましょう 

どんな場面（目的）で使えますか

課題②



標準機能で使える機能の洗い出し 
（カメラ・ビデオでもOK) 

どんな場面（目的）で使えますか

課題③



指導者間で使用頻度にばらつきがあ
るので、子どもも指導者も使いやす

いアプリを知りたい。
そもそも、どんな目的で使いたいの？ 

必然性が無ければ無理して使う必要はない



特別支援学級
特別支援学級には、障害種の異なる様々な子供たちが在籍
しています。そのため、一人一人の教育的ニーズを把 握
し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善また
は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うこ と
が求められています。  特別支援学級が通常の学級や通級
指導教室と異なる点として、個別の障害特性や発達段階を
考慮した学習と、小 集団の特性を活かした学習の両方が
求められる点にあります。ICTは個別の指導にも、小集団
の指導にも活用する ことができます。  ただし、個別の指
導や小集団の指導にICTを利用する際、ICTは困難さをサ
ポートしたり、自信をつけたり、ある いは学習意欲を高
めたりする際に使える便利な「道具」であることを忘れて
はいけません。全てをICTにより解決 するのではなく、
ICTを「今までの可能性を少しだけ広げてくれる、ただの
道具」と捉え、有効に活用することが 重要です。



自立活動

一斉授業
個別指導

教科学習 
(ドリル…)

自尊心の向上

AAC・AT

興味・関心

授業の進行

役割活動
タイマー・クイズボタン

カスタマイズ

視覚支援
カメラ・ビデオ



通級指導教室
通級による指導においては、障害による学習上ま
たは生活上の困難を改善 または克服するための指
導が、特別支援学校における自立活動を参考と
し、そ の内容を取り入れながら行われています。
障害により十分な学習を行うことが できない場合
には(難聴により、教員の解説などを正確に聞き取
ることが困難 で、学習内容が十分に理解できない
場合など)、各教科の内容を補充するため の指導
を行うこともあります。子供一人一人のニーズに
基づく個に応じた指導 が、そのねらいに応じて
「個別の指導」や「小集団による指導」の形態で
進められています。



治療教育(克服) 機能代替(補完)

読む

書く

計算する

記憶する

推測する

音声読み上げ・OCR

音声入力・キーボード入力 
手書き入力

電卓

画像・ボイスレコード

MindMap・ 
思考の見える化

気づき
一斉授業では出来ない 
アプローチ
見るトレーニング 
 ビジョントレーニング
音・動き

書くトレーニング 
 手の巧緻性
操作性・手書き

思考トレーニング 
  文章題・作文
見える化



特別支援学校
特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、
肢体不自由者、または病弱者（身体虚弱者を含む）に対し
て、幼稚園、小学校、中学校または高等学校に準ずる教育
を施すとともに、障害による学習上または生活上の困難を
克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目
的



総合的な学習

AAC
シンボルVOCA 
テキストVOCA 

AT
アクセシビリティ 
周辺機器(スイッチ 

自立
メモ 
リマインダー 
アラーム 
ナビ 

学習
定着(個別課題 
分かる工夫 
  視覚支援… 
出来る工夫 
  手順書… 

感覚統合 
 スヌーズレン 
認知学習 
楽器の代替 
デジタル書籍 

疑似体験 
AR(拡張現実 
余暇活動 
遠隔授業 



通常学級
学級の中でのICTの使い方 
 通常の学級の中で、苦戦している子供たちは、発達
障害をはじめ、子供たち一人一人の多様な特性 が関
係している場合があります。  その特性に配慮して支
援を行うために、ICTを用いることが効果的な場合が
あります。 
 ICTを用いた支援は、クラスの中で 
1.ICT機器をすべての子供に用いる  
2.ICT機器を教材の1つの選択肢として、子供が選び
使用する  
3.ICT機器を発達障害のある特定の子供にのみ用いる 
など、様々な用い方が考えられます。 



ユニバーサルデザイン授業

合理的配慮

一斉指導 
視覚支援

教材配布・回収
拡大提示・電子黒板

協働学習・プレゼンテーション

個別学習

(クラスに1台)

(グループに1台)

(一人に1台)
読む 
書く 
計算する 
記憶する 
推測する

機能代替



誰が何に使うのか？ 

その使い方は超!簡単ですか？

課題④



Point



操作スキルやアプリの知識以上に
大切なこと



タブレット端末を使う必然性は？！

機器の特性を活かす

携帯性
即時性
操作性

カメラ＋アプリ（編集・加工）
音声認識・音声入力・音声出力

手書き認識
GPS

AR（拡張現実）
・・・



タブレット端末

操作性：子どもたちでも使える
　　授業の前後（準備、片付け）までを
　　授業に組み込む

手書き認識、音声認識
　　これまでとは違う気づきを

カメラ＋コンピュータ
　　簡単編集、更に分かりやすい提示

アプリケーション
　　授業に変化、アクセントを



参考書籍



https://www.kokuchpro.com/event/nantoka2019summer/?
fbclid=IwAR3XWRUOt9sHEpx97j1EzfglLNM2hLdQmJ7va8kXl32nthGf0O-JJwyJ3h8

https://www.kokuchpro.com/event/nantoka2019summer/?fbclid=IwAR3XWRUOt9sHEpx97j1EzfglLNM2hLdQmJ7va8kXl32nthGf0O-JJwyJ3h8
https://www.kokuchpro.com/event/nantoka2019summer/?fbclid=IwAR3XWRUOt9sHEpx97j1EzfglLNM2hLdQmJ7va8kXl32nthGf0O-JJwyJ3h8


https://www.kokuchpro.com/event/c2c175c508b3279844f00167b260838d/

https://www.kokuchpro.com/event/c2c175c508b3279844f00167b260838d/


https://www.fisdom.org/F00000053/

https://www.fisdom.org/F00000053/








東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



http://npo-atds.org

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


